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プロフィール 

2002 年山形大学に赴任。東北大学大学院博士課

程、単位取得。臨床心理士。専門は、発達心理学、

神経心理学、臨床心理学。 

 

 

 

 

 

通勤路の思い出 

 

 2002 年 4 月、病院の臨床心理士を退職して山形大学に赴任しました。 

 末っ子がまだ小学生だったということもあり、自宅のある多賀城市から電車とバスで通勤する

ことにしました。以来 16 年間、東北自動車道と山形自動車道が通勤路となりました。往復に 4

時間を要しましたが、その間はかえって仕事に集中することが出来ました。時々車窓に目をや

ると四季折々の美しい風景。日本一の通勤路だったと思います。しかし、2011年3月の東日本

大震災発災時、家族の安否を気遣いながら後期入試の仕事を終え、同僚と宮城側に帰った

時の光景は一生忘れられないものとなりました。 

 当時の那須学部長の許しを得て、1 か月間震災復興のために働きました。あの時程、山形

大学に教員として採用されたことをありがたいと思ったことはありませんでした。その後、災害

支援関係の調査研究がライフワークとなりました。4 月からは、東北大学防災科学国際研究所

に、特任教授として所属する予定です。 

 


